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医療安全指向型薬局労務管理へのアプローチ

関口　潔

Ⅰ　はじめに

医療提供施設においても労務管理は重要な経営課題の一つであるが，従業者の大半が専
門職であるという組織の特性上，適正実施には種々の困難が伴う。薬局は「良質な医療を
提供する体制の確立を図るための医療法等の一部を改正する法律」（平成18年６月法律第
84号）によって，初めて「医療提供施設」として位置づけられたが，経営規模が小さく，
従業者数も少ないため，病院と比較した場合，労務管理はさらに硬直化する傾向が強くな
る。今回，こうした労務管理の困難さに起因する「勤務状況の繁忙」が保険薬局における
医療安全にどのような影響を与えているか，公益財団法人日本医療機能評価機構の「薬局
ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業」公開データを用いて検討した。

Ⅱ　研究方法

１．ヒューマンファクターを背景とする事例発生数推移
厚生労働省所管の薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業は，公益財団法人日本医療機

能評価機構の受託事業として2009年４月に開始され，2013年６月現在，第１回～第８回の
集計報告が公表されている。この集計報告では，発生要因が「当事者の行動に関わる要因」
と「背景・システム・環境要因」に大別され，後者はさらに「ヒューマンファクター」，「環境・
設備機器」，「その他」に３区分されている。「ヒューマンファクター」は６つのカテゴリー
を内包しているが，その一つに「勤務状況が繁忙だった」がある。ヒューマンファクター
に属するすべてのカテゴリーの報告件数を集計報告から抽出し，その推移と「勤務状況が
繁忙だった」報告事例の構成率を検討する。

２．内服薬調剤ヒヤリ・ハット事例発生時間帯別件数
公益財団法人日本医療機能評価機構「薬局ヒヤリ・ハット報告事例検索システム」を用

いて，平成24年４月～平成24年６月に発生した「内服薬調剤」における報告事例から「繁
忙」を含むデータを抽出し，時間帯別事例発生数分布及び時間帯別事例発生率を提示する。
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Ⅲ　結果

１．ヒューマンファクターを背景とする事例発生数推移
薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業の第１回～第８回集計報告（平成21年９月～平

成25年３月公表分）データから「勤務状況が繁忙だった」ことに起因する事例発生件数を
抽出し，その推移をみてみると，第１回45件，第２回165件，第３回1,194件，第４回1,636件，
第５回657件，第６回906件，第７回781件，第８回670件という結果であり，ヒューマンファ
クターに起因するヒヤリ・ハット事例では常に最大の報告件数を示していることが明らか
となった（図１）。ただし，事業参加登録薬局数は年次によって相違があるため，事例報
告数がそのまま発生頻度の増減を示しているわけではない。

図１　ヒューマンファクターに起因する事例発生報告数推移

ヒューマンファクターに起因する全報告事例に占める「勤務状況が繁忙だった」事例の
構成率推移は，第１回36.3％，第２回38.5％，第３回56.8％，第４回50.4％，第５回41.0％，
第６回41.6％，第７回43.1％，第８回41.1％で平均構成率43.9％であった（図２）。背景・
システム・環境要因のなかでヒューマンファクターは最大の発生要因となっているが，そ
のなかでも「勤務状況が繁忙だった」とする事例がすべての事例報告において最多である
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という結果が得られた。これは繁忙を取り除くための労務管理不在は医療安全管理上きわ
めて大きなリスクとなることを意味している。

図２　ヒューマンファクターに起因する事例発生報告構成率推移

２．内服薬調剤ヒヤリ・ハット事例発生時間帯別件数
公益財団法人日本医療機能評価機構の薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業集計報告

の総体的分析により，すべての集計報告において「勤務状況が繁忙であった」ことが最大
のヒューマンファクターであることが明らかとなった。しかしながら，薬局ヒヤリ・ハッ
ト事例には，調剤のみならず，疑義照会等，医薬品取扱いに関係していないものも含まれ
ており，処方せん応需に伴う業務量の増大」と「繁忙」が必ずしも直接的に結びついてい
ない事例が含まれている。そこで薬局における処方せん取扱いにおいて最も均質であると
考えられる内服薬調剤において発生したヒヤリ・ハット事例のみを抽出し，その発生時間
の分布を検討してみることにした。

公益財団法人日本医療機能評価機構「薬局ヒヤリ・ハット報告事例検索システム」に収
納されている報告事例データから，平成24年４月～平成24年６月の３か月間に発生した

「内服薬調剤」報告事例のうち「繁忙」を含むもののみを検索したところ230件が抽出され，
その時間帯別発生件数分布が得られた（図３）。また，発生時間が不明な16事例を除外し
た214例に占める各時間帯の事例発生率を算出し，検討に供した（表１）。
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図３　内服薬調剤における時間帯別発生事例数分布

表１　内服薬調剤事例の発生時間帯別件数及び発生率

最も発生率が高いのは10時～12時の時間帯で44.4％，それに次いで高い時間帯が12時～
２時の22.4％という結果が得られ，この４時間だけで全時間帯発生事例の66.8％を占めて
いることが明らかとなった。すなわち，この４時間の「繁忙」を緩和する労務管理を行う
ことにより，内服薬調剤におけるヒヤリ・ハット招来リスクを70％近く軽減できることが
示唆された。

Ⅳ　考察

処方せん応需によって調剤業務が発生する保険薬局では，単位時間当たり取扱処方せん
数と単位時間当たり稼働薬剤師数の比によって「繁忙」の程度が規定されることになる。
したがって，時間帯ごとに単位時間当たり処方せん取扱枚数に応じた薬剤師を配置するこ
とが望ましいが，１人ないし数人規模の保険薬局では，１人の調剤業務離脱がきわめて大
きな労働力低下につながってしまう。予定されている欠勤をはじめ，突発的な原因による



— 95 —

関口　潔：医療安全指向型薬局労務管理へのアプローチ

日本経済大学大学院紀要　2013年，Vol.2，No.1

欠勤，遅刻，早退，付与される休憩時間のすべてが単位時間当たり稼働薬剤師数を減少さ
せ，繁忙をもたらす。

薬局ヒヤリ ･ ハット事例収集 ･ 分析事業 平成23年 年報（公益財団法人日本医療機能評
価機構［2012］）によれば，事業参加薬局6,055施設のなかで最も多かったのが常勤換算薬
剤師数２人の2,159施設であり，それに次ぐのが３人の1,224施設，１人の1,196施設である。
それ以上の薬剤師を雇用している施設は全体の約４分の１に過ぎない。一方，2011年１月
～12月の報告件数をみてみると，最多であったのは薬剤師３人の施設からの1,880件，４
人の1,412件，８人の1,061件，５人の1,005件と続いており，３～５人の規模の薬局におけ
る報告件数が全体の51.9％を占めている。この規模の薬局は，医療集積度が高い地域，も
しくは医療施設に近接する地域にあると想定され，薬剤師１人がこなす業務量が大きく，
１人が稼働をはずれたときの労働力欠損も大きいと考えられる。前述のように，このよう
な施設において労働力供給に弾性を持たせることは労務管理上困難な側面もある。だが，
問題となるのは１施設当たりの報告数が多い６～８人規模の薬局である。１施設当たり報
告数は，それぞれ，2.87件，7.91件，12.94件と２～３人規模の，0.46件，1.54件と比べると
はるかに高いことがうかがえる。９～11人以上の規模では，0.86件，0.21件，1.35件とむ
しろ１施設当たり報告数が少なくなるのが特筆すべき点である。ただ，薬剤師数６～８人
規模の事業参加薬局数は100施設前後であり（２人規模薬局は2,159施設），１施設の事例
報告への取り組み姿勢が１施設当たり報告件数に相対的に強く反映してしまう可能性も否
定できない。今後，薬局の規模（薬剤師数），短時間勤務（パートタイム）薬剤師数，時
間当たり稼働薬剤師数管理状況，処方せん取扱枚数，薬局ヒヤリ・ハット事例報告数の関
係について，さらに詳細な検討を行う必要がある。

他方，実際の「繁忙」と薬剤師が感じる「繁忙感」には相違がある可能性もある。労働
安全統計資料（厚生労働省筑西労働基準監督署［2010］）によれば，平成21年（2009年）
における休業４日以上の災害発生件数最多時間帯は11時～12時（45件）であり，９時～10
時（39件），10時～11時（34件）と続いており，午後になると最も多い時間帯の14時～15
時でも25件と，午前とは明らかに異なる発生分布を示している。平成24年の労働災害発生
状況の分析（厚生労働省［2013］）によれば，全労働災害119,576件のうち28,291件が製造
業で発生している。製造業においては高度の労務管理が定常的に実施されていることを考
慮すると，繁忙が午前中に集中するという状況は想定しにくい。また，交通事故の場合，
午前8時と午後17時に極大を持つ時間帯別発生分布を示し（公益財団法人交通事故総合分
析センター［2006］），交通量や明るさ等の外部環境を反映したものになっている。すなわ
ち，医療安全を指向した薬局労務管理を実施しようとする場合，心身の活動性に関わるサー
カディアン・リズム（日内変動），作業環境などを含む，繁忙以外の要素について多面的
な観点から検証することも重要な課題である。
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